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議
長
団
の
選
出
後
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
村
田

委
員
長
代
理
は
「
今
大
会
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
動

の
転
換
を
通
じ
て
、
職
場
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に

対
す
る
『
不
信
』
『
不
満
』
を
、
『
信
頼
』『
期
待
』

へ
と
高
め
て
い
く
大
会
で
あ
る
」
と
訴
え
、
同
時

に
本
部
の
闘
争
目
標
、
闘
争
戦
術
に
よ
っ
て
多
く

の
組
合
員
に
心
配
と
迷
惑
を
か
け
た
と
、
謝
罪
と

反
省
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
３
点
の
総
括
視
点
が
提
起
さ
れ
、
１８
春

闘
は
「
失
敗
」
で
あ
り
「
大
敗
北
」
を
喫
し
た
と

総
括
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。 

   
来
賓
の
Ｊ
Ｒ
総
連
榎
本
委
員
長
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ

総
連
は
大
会
で
Ｊ
Ｒ
東
労
組
と
共
に
歩
み
連
帯
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
と
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
、 

        

      

Ｊ
Ｒ
東
海
労
の
定
期
大
会
で
も
、
多
く
の
代
議

員
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
新
体
制
と
連
帯
し
て
い

く
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

   

・
勤
務
制
度
の
見
直
し
は
人
事
制
度
。
乗
務
員 

を
輸
送
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
に
し
て
い
く
こ

と
が
安
全
の
大
前
提
な
の
か
。 

・
現
場
無
視
の
施
策
は
破
た
ん
す
る
。
施
策
の

ゆ
が
み
は
現
場
に
現
れ
る
。 

・
不
当
労
働
行
為
は
許
せ
な
い
が
、
脱
退
者
を 

生
み
出
し
た
原
因
を
作
っ
た
の
は
組
合
だ
。 

・
今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
労
使
紛
争
の
解
決
と

組
合
員
を
取
り
戻
す
こ
と
。 

・
反
対
意
見
に
は
「
た
た
か
い
か
ら
逃
げ
た
」

と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
。
こ
ぶ
し
を
振
り

上
げ
る
だ
け
が
た
た
か
い
で
は
な
い
。 

・
ス
ト
の
準
備
が
全
く
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

戦
術
行
使
は
誤
り
だ
っ
た
。 

・
成
果
を
語
っ
て
も
組
合
員
に
は
響
か
ず
、
組
合

員
か
ら
は
嘘
と
誤
魔
化
し
だ
と
言
わ
れ
た
。 

   

多
く
の
代
議
員
か
ら
、「
憂
う
会
」
な
る
組
織 

が
一
部
Ｏ
Ｂ
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
蠢
い
て
い
る 

こ
と
に
対
し
、
臨
時
大
会
を
否
定
す
る
内
容
で

も
あ
り
Ｊ
Ｒ
東
労
組
破
壊
以
外
の
何
物
で
も
な

い
と
怒
り
の
発
言
が
あ
い
次
ぎ
ま
し
た
。 

ま
た
方
針
に
対
す
る
修
正
動
議
は
、
「
『
労
使

間
の
取
扱
い
に
関
す
る
協
約
７０
条
を
組
合
が
違

反
し
た
』
認
識
は
事
実
と
異
な
り
、
１８
春
闘
に 

    

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
6
月
13
日
さ
い
た
ま
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
36
回
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
18
春
闘
の
過
程
で
多
く
の
組
合
員
の
脱
退
を
生
み
出
し
、
そ
の
総
括
議
論

が
集
中
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
期
大
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
古
川
会
長

が
参
加
し
ま
し
た
。 

          

 

組合員の信頼を取り戻すために、 
新体制でスタートを切る 

 
 
 

１８
春
闘
は
失
敗
で
あ
り
、
敗
北 

代
議
員
の
主
な
発
言 

 

誤
っ
た
総
括
を
も
た
ら
す
」
の
提
出
が
あ

り
、
採
決
の
結
果
反
対
１５１
、
棄
権
５
、
賛
成

９４
、
無
効
１
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

「
組
合
員
の
再
加
入
を
実
現
し
、
あ
ら
た

な
東
労
組
へ
飛
躍
し
よ
う
」
と
書
記
長
の
総

括
答
弁
の
後
、
各
議
案
は
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
、
山
口
新
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
閉
会
し
ま
し
た
。 

  

執
行
委
員
長 

 
 

山
口 

浩
治
（
大
宮
） 

執
行
副
委
員
長 

 

村
田 

俊
雄
（
大
宮
） 

執
行
副
委
員
長 

 

氏
家 

善
範
（
仙
台
） 

執
行
副
委
員
長 

 

徳
野 

幸
久
（
高
崎
） 

書
記
長 

 
 

 
 

加
藤 

 

誠
（
大
宮
） 

＊
OB
会
担
当
は
徳
野
執
行
副
委
員
長
と
田

崎
組
織
研
修
担
当
部
長
で
す 

 
 

 
 

 
 

                   

「

憂
う
会
」
は
東
労
組
破
壊 

Ｊ
Ｒ
総
連
は
東
労
組
と
共
に 

新
三
役
と
Ｏ
Ｂ
会
担
当
で
す 

 

さいたま市で開催された第 36 回定期大会 

    

Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
か
ら
「
Ｊ
Ｒ

東
労
組
を
憂
う
会
」
に
対
す
る
見
解
が
求
め

ら
れ
、
６
月
25
日
の
第
１
回
役
員
会
の
中
で

議
論
し
、
組
織
破
壊
で
あ
る
と
断
定
し
ま

し
た
。 

「
憂
う
会
」
は
、
現
在
12
地
本
一
丸
と

な
っ
て
組
織
の
再
整
備
、
再
構
築
の
た
め

に
奮
闘
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
「
御
用

組
合
」
、
Ｊ
Ｒ
総
連
に
つ
い
て
は
「
連
絡

調
整
機
関
」
と
規
定
し
、
「
Ｊ
Ｒ
総
連
通

信
号
外
」
を
、
「
犯
罪
的
な
闘
争
破
壊
」

だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
第
35
回
臨
時
大

会
を
「
無
効
」
と
い
う
に
至
っ
て
は
、
臨

時
大
会
を
創
り
上
げ
た
全
て
の
組
合
員

に
対
す
る
背
信
行
為
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
労

組
破
壊
の
何
物
で
も
な
い
事
を
第
１
回

役
員
会
の
総
意
と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。 

         
「
憂
う
会
」に
対
す
る 

 
 
 

 
 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
見
解 
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６
月
９
日
13
時
30
分
よ
り
茅
ヶ

崎
市
勤
労
市
民
会
館
で
、
「
第
22
回

定
期
総
会
」
を
82
名
の
参
加
者
で
開

催
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
他
に
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
の
仲
間
も
駆
け
付
け
て
く

れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
５
名
の
会
員
か
ら
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。 

総
会
後
は
、
木
之
下
地
本
委
員
長
よ
り
約

１
時
間
に
亘
っ
て
講
演
が
行
わ
れ
、
恒
例
の
懇

親
会
で
は
、
盃
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

          

６
月
16
日
14
時
よ
り
八
王
子

労
政
会
館
で
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
結
成

20
周
年
記
念
の
「第
21
回
定
期
総 

会
」
を
、
Ｏ
Ｂ
会
結
成
に
携
わ
っ
た
関
係
者
を

含
め
た
85
名
の
参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
は
総
会
に
先
立
ち
、
奈
良
初
代
地
本

委
員
長
よ
り
「
東
労
組
の
現
状
と
Ｏ
Ｂ
会
の
課

題
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

総
会
に
は
来
賓
と
し
て
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ

会
が
参
加
し
、
４
名
の
Ｏ
Ｂ
会
員
か
ら
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
総
会
後
は
、
Ｏ
Ｂ
会
結
成

20
周
年
を
祝
う
懇
親
会
を
開
き
ま
し
た
。 

               
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

６
月
９
日
13
時
30
分
よ
り
大
宮 

 
 
 
 
 

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
講
習
室
で
、
「第 

 
 
 
 
 

19
回
定
期
総
会
」を
１
０
０
名
の
参 

加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
、
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
、
エ
ル
ダ

ー
会
、
シ
ニ
ア
会
、
埼
玉
シ
ニ
ア
連
合
、
鉄
道
フ
ァ

ミ
リ
ー
な
ど
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
揃
い
ま
し
た
。 

 

来
賓
挨
拶
の
後
に
は
、
廣
木
地
本
副
委
員

長
よ
り
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
現
状
と
今
後
の
課

題
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

発
言
者
は
８
名
で
し
た
。
総
会
後
は
、
食
堂

で
恒
例
の
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。 

         
 

６
月
24
日
12
時
30
分
よ
り
「
ホ

テ
ル
シ
ー
ズ
ン
」
で
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
結

成
20
周
年
記
念
の
「
第
21
回
定
期 

総
会
」が
40
名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
総
会
に
は
県
退
職
者
連
合
の
会
長
と

歴
代
の
地
本
Ｏ
Ｂ
会
長
も
参
加
し
ま
し
た
。 

第
１
部
は
、
黒
澤
地
本
委
員
長
の
講
演

で
、
第
２
部
の
総
会
で
は
６
名
の
会
員
か
ら
発

言
が
あ
り
、
「
楽
し
い
Ｏ
Ｂ
会
を
創
ろ
う
」
と

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
３
部
の
懇
親
会
は
、
20
周
年
を
祝
う
喜

び
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

           

 

６
月
14
日
13
時
よ
り
盛
岡
地
本 

の
会
議
室
で
、
「
第

22
回
定
期
総 

会
」
が
60
名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ 

ま
し
た
。 

来
賓
に
は
、
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
他
に
森 

び
と
み
ち
の
く
事
務
所
と
岩
手
県
退
職
者
連

合
の
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
「
Ｏ
Ｂ
会
は
み
ん
な
で
頑
張
っ
て

い
こ
う
」
な
ど
６
名
の
会
員
か
ら
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
終
了
後
は
懇
親
会
が
開
か
れ
、
遠

く
か
ら
参
加
し
た
会
員
な
ど
久
し
振
り
に
会

う
喜
び
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

                                    
 
 

             

二
日
目 

                            

        

 

 

６月１日（金）千葉地本ＯＢ会は、木更津・中の島公園で恒例の潮干狩り

を実施しました。当日は、晴天に恵まれ絶好の潮干狩り日和となりました。 

今年は、高崎・長野の皆さんは参加できませんでしたが、本部ＯＢ会や

東京の仲間の皆さんが駆けつけ楽しい潮干狩りとなりました。アサリは、全体

的に小ぶりでしたが、参加者の皆さんは定量の２Ｋｇ程度は採っていました。 

第二部の懇親会は新発田ＯＢ会長、地本中曽根組織部長や東京の染

谷ＯＢ会長より挨拶を頂きました。 

また福島第一原発事故により、浪江町から家族で避難してきた、半谷さ

んから避難の苦労話があり、「福島には私と同じような多くの避難者がいる

事を忘れないで欲しい」との挨拶がありました。 

懇親会では、大抽選会も行われ当選番号が読み上げられるたびに、大

きな歓声と拍手があり、当選した人もしなかった人も大いに盛り上がった抽

選会となりました。 

 最後に、新発田会長の「団結ガンバロー」を参加者全員で三唱して終了 

しました。 

 来年は参加者を 

更に拡大し、「楽しく 

賑やかな」ＯＢ会活 

動をめざしていき 

ます。 

（千葉地本ＯＢ会） 

賑やかなＯＢ会」 

 

                       

 

 

 東京地本ＯＢ会は６月１日埼玉県・川越グリーンクロスにおい

て、８組３１名のＯＢ会員の参加で第 13 回目のゴルフ交流会を

開催しました。 

 この日は好天で絶好のゴルフ日和となり、芝生の緑が私達ＯＢを

大歓迎してくれました。ここ川越のゴルフコースは、地名の通りクリ

ークの多いコースでした。 

 ゴルフ交流はドラコンやニアピンに日頃の腕を発揮する人、73

歳で８１のベスグロのＯＢが活躍するなど、レベルの高いゴルフ交

流会となりました。 

 プレー後は「クラブハウス」を会場にして懇親会を開き、成績自

慢をする人や不成績の言い訳をする人などの会話で盛り上がり、 

楽しい一日を過ごしました。            （東京地本ＯＢ会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉地本ＯＢ会が恒例の潮干狩りを実施 東京地本ＯＢ会がゴルフ交流会 

 
 

 新役員体制 

会 長 

  味原  進 

副会長 

  平井 博明 

  丹澤 昭治 

事務局長 

  阿部 得男 

 

 

 

 

  新役員体制 

会 長 

  栗村 幸雄 

副会長 

  狩谷 光治 

  柳内 英道 

事務局長 

  柴田 正寛 

 

 

 

  

 

 
 

ブロック名 開 催 日 時 開 催 場 所 

東 関 東 

西 関 東 

上 信 越 

東  北 

８月 23日 13時 

８月 24日 13時 

８月 27日 13時 

８月 29日 13時 

本部小会議室 

本部小会議室 

高崎地本会議室 

盛岡地本会議室 

 

＊支部ＯＢ会や地域の活動を活発にしよう！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 新役員体制 

会 長 

  徳永 丈男 

副会長 

  杉永 哲也 

  進藤  昇 

  神山 満明 

事務局長 

  芝  忠男 

 

 

 

 
 新役員体制 

会 長 

  大谷 和夫 

副会長 

  佐藤 晴夫 

  長谷川雄二 

  平川 昭夫 

  雨谷  誠 

事務局長 

  福田 哲男 

 

 
 新役員体制 

会 長 

  小田島 彰 

副会長 

  田村 俊一 

  大橋 眞一 

  伊藤 壮一 

  内海 勝行 

事務局長 

  橋本 利則 

八王子 

水 戸 

 

横 浜 

大 宮 

盛 岡  第 2回ブロック別 

  支部ＯＢ会代表者会議 


